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学校教育法の一部を改正する法律の公布について（通知） 

 

この度、学校教育法の一部を改正する法律（令和６年法律第 50 号）が令和６年６月 14 日

付けで公布され、令和８年４月 1日から施行されることとなります（別添１～３参照）。 

今回の法律改正の趣旨、概要及び留意事項等は下記のとおりですので、十分に御了知くだ

さい。 

各都道府県知事及び各都道府県教育委員会教育長におかれては、所管又は所轄の専修学校

に対して、管下に専修学校を置く各国立大学法人の長におかれては管下の専修学校に対し

て、厚生労働省医政局長及び社会・援護局長におかれては所管の専修学校に対して、このこ

とについて周知をお願いします。 

なお、今回の法律改正に伴う関係政省令等の改正については、追ってこれを行い、別途通

知する予定です。 

 

記 

 

第一 改正の趣旨 

専修学校は、学校教育法において、「職業若しくは実際生活に必要な能力を育成し、又

は教養の向上を図ること」が目的とされ、工業、農業、医療、衛生、教育・社会福祉、商

業実務、服飾・家政、文化・教養といった分野において、実践的な職業教育機関として人

（ 公 印 省 略 ） 

殿 
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材を輩出してきた。 

こうした中で、専修学校専門課程の高等教育段階の職業教育機関としての位置付けの明

確化が求められていることや、職業に結びつく実践的な知識・技能・技術や資格の修得に

向けて、リスキリング・リカレント教育を含めた職業教育の重要性が高まっていること等

を踏まえ、専修学校専門課程における教育の充実を図るため、専門課程の入学資格を厳格

化するとともに、専修学校における専攻科の設置に係る規定の創設、一定の要件を満たす

専門課程の修了者への称号の付与、専門課程を置く専修学校への自己点検評価の義務付け

等の措置を講ずるものである。 

 

第二 改正の概要 

１ 専修学校となるために必要な要件のうち、「授業時数が文部科学大臣の定める授業時

数以上であること。」の「授業時数」を「授業時数又は単位数」に改めることとしたこ

と。（第 124 条関係） 

２ 専修学校の専門課程において教育を受けることができる者の要件について、高等学校

等を卒業した者に「準ずる学力があると認められた者」から、高等学校等を卒業した者

と「同等以上の学力があると認められた者」に改めることとしたこと。（第 125 条第３

項関係） 

これに伴い、専修学校専門課程の在籍者の呼称を「生徒」から「学生」に改めること

としたこと。（第 128 条関係） 

３ 専修学校（修業年限が二年以上であることその他の文部科学大臣の定める基準を満た

す専門課程（以下「特定専門課程」という。）を置くものに限る。）には専攻科を置くこ

とができるものとし、専攻科は、専修学校の特定専門課程を修了した者等に対して、精

深な程度において、特別の事項を教授し、その研究を指導することを目的とし、その修

業年限は一年以上とすることとしたこと。（第 125 条の２関係） 

４ 専修学校の特定専門課程を修了した者は、文部科学大臣の定めるところにより、専門

士と称することができることとしたこと。（第 131 条の２関係） 

５ 専門課程を置く専修学校は、その教育水準の向上に資するため、文部科学大臣の定め

るところにより、当該専修学校の教育、組織及び運営並びに施設及び設備の状況につい

て自ら点検及び評価を行い、その結果を公表するとともに、当該状況について、当該専

修学校の職員以外の者で専修学校に関し広くかつ高い識見を有するものによる評価を

受け、その結果を公表するよう努めることとしたこと。（第 132 条の２関係） 

６ 施行期日等 

（１） この法律は、令和８年４月１日から施行することとしたこと。（改正法附則第１

条関係） 

（２）この法律の施行に関し必要な経過措置を定めることとしたこと。（改正法附則第２

条関係） 

（３） 政府は、この法律の施行後五年を目途として、この法律による改正後の規定の

施行状況について検討を加え、必要があると認めるときは、その結果に基づいて所要

の措置を講ずることとしたこと。（改正法附則第３条関係） 
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（４） 大学等における修学の支援に関する法律（令和元年法律第８号）等に基づく給

付型奨学金及び授業料等減免について、専修学校の専攻科のうち、大学の学部に準ず

るものとして文部科学省令で定めるものを対象に加えることとしたこと。その他関係

法律について所要の改正を行うこととしたこと。（改正法附則第４条から第７条まで

関係） 

 

第三 留意事項 

１ 専修学校専門課程の実践的な職業教育機関としての位置付けについて 

今般の改正を機に、専修学校専門課程は、大学との制度的な整合性が高まることによ

り、高等教育段階の職業教育機関としての位置付けが明確化されるが、改正内容を踏ま

え、地域に根差した実践的な職業教育機関として持続的に発展できるよう、企業等との

連携を進め、教育の質の向上に努めること。 

また、実践的な技能や資格の修得につながる学び直しの場や多様な学生が共に学ぶ場

としてより一層活用されるよう、社会人や外国人留学生の積極的な受け入れに向けた体

制整備を進めること。 

２ 専門課程の単位制への移行について 

単位制は、専門課程と大学との間での学生の移動の円滑化や、学修成果の適切な評価

に資するものであることから、特に専門課程では、全ての学科での単位制への移行が検

討されるものであること。経過措置を含め、詳細については、今後文部科学省において

関係省令の改正を予定していること。 

３ 専門課程において教育を受けることができる者の要件（以下「専門課程の入学資格」

という。）について 

今般の改正では、専門課程の入学資格を大学と同様の規定に改めることとしている。

これにより、これまでは、３年制以上の専修学校高等課程を修了した者については全て

専門課程への入学が認められていたが、改正法施行後は、大学への入学資格と同様、一

定の要件を満たす専修学校高等課程を修了した者に限られることとなること。経過措置

を含め、詳細な内容は今後文部科学省が改正を予定している関係省令において規定する

予定であること。 

４ 「高度専門士」の称号は、今般の学校教育法改正により法律上位置づけられることと

なる「専門士」の一類型として、今後、学校教育法体系の中で省令等において規定する

ことを検討していること。 

５ 「自己点検評価」及び「専修学校の職員以外の者で専修学校に関し広くかつ高い識見

を有するものによる評価（以下「外部評価」という。）」について 

「自己点検評価」の項目や「外部評価」の評価基準案等については、今後、文部科学

省において「専修学校における学校評価ガイドライン」等を改正する予定であること。 

専門課程を置く専修学校では、学生や保護者、社会人、企業等からの信頼を高めるた

め、学校の運営状況や教育内容等について適切に自己点検評価を実施し、その結果を公

表すること。また、こうした項目について、外部評価を積極的に受け、その結果を公表

するよう努めること。 
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６ その他 

専攻科の設置や専門士の称号付与の手続き、専攻科のうち「大学の学部に準ずるもの」

等に係る詳細については、今後関係法令において規定する予定であること。 

 

添付資料 

【別添１】学校教育法の一部を改正する法律（概要） 

【別添２】学校教育法の一部を改正する法律（条文） 

【別添３】学校教育法の一部を改正する法律（新旧） 

＜本件担当＞ 
文部科学省総合教育政策局生涯学習推進課 

 専修学校教育振興室専修学校第一係 
 直通：０３－６７３４－２９３９ 



令和８年４月１日

概要

学校教育法の一部を改正する法律の概要

趣旨

施行日

専修学校は、学校教育法において、「職業若しくは実際生活に必要な能力を育
成し、又は教養の向上を図ること」が目的とされ、医療、福祉、工業等の分野に
おいて、実践的な職業教育機関として人材を輩出してきた。

人生100年時代やデジタル社会の進展の中で、職業に結びつく実践的な知識・
技能・技術や資格の修得に向けて、リスキリング・リカレント教育を含めた職業
教育の重要性が高まっていること等を踏まえ、専修学校における教育の充実を図
るため、専門課程の入学資格を厳格化するとともに、専修学校における専攻科の
設置に係る規定の創設、一定の要件を満たす専門課程の修了者への称号の付与、
専門課程を置く専修学校への自己点検評価の義務付け等の措置を講ずる。

教育の質の保証を図るための措置

専門課程修了者の学修継続の機会確保や社会的評価の向上のための措置

③ 一定の要件を満たす専門課程（以下「特定専門課程」という。）を置く専
修学校には、専攻科を置くことができることとする。 【第125条の２関係】

※専攻科は、特定専門課程を修了した者等が、より深く学び・研究することを目的とした
課程。

※一定の要件を満たす専修学校の専攻科については、短期大学及び高等専門学校の認定専
攻科と同様に、大学等における修学の支援に関する法律に基づく修学支援制度の対象に
含める。 【大学等における修学の支援に関する法律第２条関係】

① 専修学校の専門課程の入学資格について、大学の入学資格と同様の規定と
する。 【第125条関係】

※専門課程の入学資格について、高等学校等を卒業した者に「準ずる学力があると認めら
れた者」から、高等学校等を卒業した者と「同等以上の学力があると認められた者」に
改める。

※専修学校専門課程の在籍者の呼称を「生徒」から「学生」に改める。【第128条関係】

④ 特定専門課程の修了者全てについて大学編入学資格を認めるとともに、当
該修了者は専門士と称することができることとする。

【第131条の２、第132条関係】

⑤ 専門課程を置く専修学校に大学と同等の項目での自己点検評価を義務付け
るとともに、外部の識見を有する者による評価を受ける努力義務を定める。

【第132条の２関係】

② 専修学校となるために最低限必要な学習時間に関する基準を、大学・高等
専門学校と同様に「単位数」により定めることができるようにする。

【第124条関係】

大学等との制度的整合性を高めるための措置

別添１
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学
校
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
二
十
四
条
第
二
号
中
「
授
業
時
数
」
の
下
に
「
又
は
単
位
数
」
を
加
え
る
。

第
百
二
十
五
条
第
三
項
中
「
に
準
ず
る
学
力
」
を
「
と
同
等
以
上
の
学
力
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
百
二
十
五
条
の
二

専
修
学
校
（
修
業
年
限
が
二
年
以
上
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
基
準
を
満
た
す

専
門
課
程
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
特
定
専
門
課
程
」
と
い
う
。
）
を
置
く
も
の
に
限
る
。
）
に
は
、
専
攻
科
を
置
く
こ

と
が
で
き
る
。

専
修
学
校
の
専
攻
科
は
、
専
修
学
校
の
特
定
専
門
課
程
を
修
了
し
た
者
又
は
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
こ

れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者
に
対
し
て
、
精
深
な
程
度
に
お
い
て
、
特
別
の
事
項
を
教
授
し
、
そ
の
研

究
を
指
導
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
そ
の
修
業
年
限
は
、
一
年
以
上
と
す
る
。

第
百
二
十
八
条
第
一
号
中
「
生
徒
」
を
「
生
徒
等
（
高
等
課
程
及
び
一
般
課
程
の
生
徒
並
び
に
専
門
課
程
の
学
生
を
い
う
。

次
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
生
徒
」
を
「
生
徒
等
」
に
改
め
る
。

第
百
三
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

別添２
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第
百
三
十
一
条
の
二

専
修
学
校
の
特
定
専
門
課
程
を
修
了
し
た
者
は
、
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
専
門
士

と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
三
十
二
条
中
「
専
門
課
程
（
修
業
年
限
が
二
年
以
上
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
基
準
を
満
た
す

も
の
に
限
る
。
）
」
を
「
特
定
専
門
課
程
」
に
改
め
、
「
（
第
九
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
に
限
る
。
）
」
を
削
り
、
同
条

の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
百
三
十
二
条
の
二

専
門
課
程
を
置
く
専
修
学
校
は
、
そ
の
教
育
水
準
の
向
上
に
資
す
る
た
め
、
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
専
修
学
校
の
教
育
、
組
織
及
び
運
営
並
び
に
施
設
及
び
設
備
の
状
況
に
つ
い
て
自
ら
点
検
及
び
評
価

を
行
い
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

専
門
課
程
を
置
く
専
修
学
校
は
、
前
項
に
規
定
す
る
状
況
に
つ
い
て
、
当
該
専
修
学
校
の
職
員
以
外
の
者
で
専
修
学
校
に

関
し
広
く
か
つ
高
い
識
見
を
有
す
る
も
の
に
よ
る
評
価
を
受
け
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
百
三
十
三
条
第
一
項
中
「
及
び
第
四
十
二
条
か
ら
第
四
十
四
条
ま
で
」
を
「
、
第
四
十
三
条
及
び
第
四
十
四
条
」
に
、

「
第
百
五
条
の
規
定
は
専
門
課
程
を
置
く
専
修
学
校
」
を
「
第
四
十
二
条
の
規
定
は
専
修
学
校
（
専
門
課
程
を
置
く
も
の
を
除

く
。
）
に
、
第
百
五
条
の
規
定
は
専
修
学
校
（
専
門
課
程
を
置
く
も
の
に
限
る
。
）
」
に
改
め
る
。
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附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
学
校
教
育
法
第
百
二
十
五
条
第
三
項
及
び
第
百
三
十
二
条
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施

行
の
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
専
修
学
校
の
専
門
課
程
に
入
学
す
る
者
に
つ
い
て
適
用

し
、
施
行
日
前
に
専
修
学
校
の
専
門
課
程
に
入
学
し
た
者
に
係
る
当
該
専
門
課
程
の
入
学
資
格
及
び
大
学
の
編
入
学
資
格
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
検
討
）

第
三
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
目
途
と
し
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て

検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
職
業
安
定
法
及
び
船
員
職
業
安
定
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
生
徒
」
を
「
学
生
若
し
く
は
生
徒
」
に
改
め
る
。
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一

職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
第
二
号

二

船
員
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
号
）
第
四
十
条
第
一
項
第
二
号

（
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
九
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
学
生
等
」
を
「
学
生
」
に
、
「
の
学
生
並
び
に
専
修
学
校
の
専
門
課
程
の
生
徒
」
を
「
並
び
に
専
修
学
校
の

専
門
課
程
及
び
専
攻
科
の
学
生
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
、
第
八
号
及
び
第
九
号
、
第
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
十
六
条
、
第
十
七
条
の
二
第
一

項
並
び
に
第
十
七
条
の
三
第
二
号
中
「
学
生
等
」
を
「
学
生
」
に
改
め
る
。

（
地
域
に
お
け
る
大
学
の
振
興
及
び
若
者
の
雇
用
機
会
の
創
出
に
よ
る
若
者
の
修
学
及
び
就
業
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一

部
改
正
）

第
六
条

地
域
に
お
け
る
大
学
の
振
興
及
び
若
者
の
雇
用
機
会
の
創
出
に
よ
る
若
者
の
修
学
及
び
就
業
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
三
十
年
法
律
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
一
号
中
「
学
生
等
」
を
「
学
生
」
に
改
め
、
「
（
大
学
の
学
部
若
し
く
は
高
等
専
門
学
校
の
学
科
の
学
生
又
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は
専
修
学
校
の
専
門
課
程
の
生
徒
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
る
。

（
大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
七
条

大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
学
生
等
」
を
「
学
生
」
に
、
「
並
び
に
高
等
専
門
学
校
」
を
「
、
高
等
専
門
学
校
」
に
改
め
、
「
の

学
生
」
を
削
り
、
「
の
生
徒
」
を
「
及
び
専
攻
科
（
大
学
の
学
部
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
専
攻
科

に
限
る
。
）
の
学
生
」
に
改
め
る
。

第
三
条
、
第
八
条
第
一
項
並
び
に
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
項
中
「
学
生
等
」
を
「
学
生
」
に
改
め
る
。



学
校
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

新
旧
対
照
表

目
次

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
（
本
則
関
係
）

1

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○

職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
（
附
則
第
四
条
関
係
）

5

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○

船
員
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
号
）
（
附
則
第
四
条
関
係
）

6

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
九
十
四
号
）
（
附
則
第
五
条
関
係
）

7

○

地
域
に
お
け
る
大
学
の
振
興
及
び
若
者
の
雇
用
機
会
の
創
出
に
よ
る
若
者
の
修
学
及
び
就
業
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
三
十
七
号
）
（
附
則
第
六
条
関
係
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
11

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○

大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
八
号
）
（
附
則
第
七
条
関
係
）

13

別添３
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○

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
（
本
則
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
百
二
十
四
条

第
一
条
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
教
育
施
設
で
、
職
業
若
し
く
は
実
際

第
百
二
十
四
条

第
一
条
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
教
育
施
設
で
、
職
業
若
し
く
は
実
際

生
活
に
必
要
な
能
力
を
育
成
し
、
又
は
教
養
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
次

生
活
に
必
要
な
能
力
を
育
成
し
、
又
は
教
養
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
次

の
各
号
に
該
当
す
る
組
織
的
な
教
育
を
行
う
も
の
（
当
該
教
育
を
行
う
に
つ
き
他
の

の
各
号
に
該
当
す
る
組
織
的
な
教
育
を
行
う
も
の
（
当
該
教
育
を
行
う
に
つ
き
他
の

法
律
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
も
の
及
び
我
が
国
に
居
住
す
る
外
国
人
を
専
ら
対
象
と

法
律
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
も
の
及
び
我
が
国
に
居
住
す
る
外
国
人
を
専
ら
対
象
と

す
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
専
修
学
校
と
す
る
。

す
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
専
修
学
校
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

授
業
時
数
又
は
単
位
数
が
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
授
業
時
数
又
は
単
位
数
以

二

授
業
時
数
が
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
授
業
時
数
以
上
で
あ
る
こ
と
。

上
で
あ
る
こ
と
。

三

（
略
）

三

（
略
）

第
百
二
十
五
条

（
略
）

第
百
二
十
五
条

（
略
）

②

（
略
）

②

（
略
）

③

専
修
学
校
の
専
門
課
程
に
お
い
て
は
、
高
等
学
校
若
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
学
校

③

専
修
学
校
の
専
門
課
程
に
お
い
て
は
、
高
等
学
校
若
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
学
校

若
し
く
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
者
又
は
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

若
し
く
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
者
又
は
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者
に
対
し
て
、
高
等
学
校
に

よ
り
こ
れ
に
準
ず
る
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者
に
対
し
て
、
高
等
学
校
に
お
け

お
け
る
教
育
の
基
礎
の
上
に
、
前
条
の
教
育
を
行
う
も
の
と
す
る
。

る
教
育
の
基
礎
の
上
に
、
前
条
の
教
育
を
行
う
も
の
と
す
る
。

④

（
略
）

④

（
略
）
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第
百
二
十
五
条
の
二

専
修
学
校
（
修
業
年
限
が
二
年
以
上
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
文

（
新
設
）

部
科
学
大
臣
の
定
め
る
基
準
を
満
た
す
専
門
課
程
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
特
定

専
門
課
程
」
と
い
う
。
）
を
置
く
も
の
に
限
る
。
）
に
は
、
専
攻
科
を
置
く
こ
と
が

で
き
る
。

②

専
修
学
校
の
専
攻
科
は
、
専
修
学
校
の
特
定
専
門
課
程
を
修
了
し
た
者
又
は
文
部

科
学
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

た
者
に
対
し
て
、
精
深
な
程
度
に
お
い
て
、
特
別
の
事
項
を
教
授
し
、
そ
の
研
究
を

指
導
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
そ
の
修
業
年
限
は
、
一
年
以
上
と
す
る
。

第
百
二
十
八
条

専
修
学
校
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
文
部
科
学
大
臣
の
定
め

第
百
二
十
八
条

専
修
学
校
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
文
部
科
学
大
臣
の
定
め

る
基
準
に
適
合
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

る
基
準
に
適
合
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

目
的
、
生
徒
等
（
高
等
課
程
及
び
一
般
課
程
の
生
徒
並
び
に
専
門
課
程
の
学
生

一

目
的
、
生
徒
の
数
又
は
課
程
の
種
類
に
応
じ
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
教
員

を
い
う
。
次
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
数
又
は
課
程
の
種
類
に
応
じ

の
数

て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
教
員
の
数

二

目
的
、
生
徒
等
の
数
又
は
課
程
の
種
類
に
応
じ
て
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
校

二

目
的
、
生
徒
の
数
又
は
課
程
の
種
類
に
応
じ
て
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
校
地

地
及
び
校
舎
の
面
積
並
び
に
そ
の
位
置
及
び
環
境

及
び
校
舎
の
面
積
並
び
に
そ
の
位
置
及
び
環
境

三

目
的
、
生
徒
等
の
数
又
は
課
程
の
種
類
に
応
じ
て
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
設

三

目
的
、
生
徒
の
数
又
は
課
程
の
種
類
に
応
じ
て
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
設
備

備
四

（
略
）

四

（
略
）

第
百
三
十
一
条
の
二

専
修
学
校
の
特
定
専
門
課
程
を
修
了
し
た
者
は
、
文
部
科
学
大

（
新
設
）

臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
専
門
士
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
百
三
十
二
条

専
修
学
校
の
特
定
専
門
課
程
を
修
了
し
た
者
は
、
文
部
科
学
大
臣
の

第
百
三
十
二
条

専
修
学
校
の
専
門
課
程
（
修
業
年
限
が
二
年
以
上
で
あ
る
こ
と
そ
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
大
学
に
編
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

他
の
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
基
準
を
満
た
す
も
の
に
限
る
。
）
を
修
了
し
た
者
（

第
九
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
に
限
る
。
）
は
、
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
大
学
に
編
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
三
十
二
条
の
二

専
門
課
程
を
置
く
専
修
学
校
は
、
そ
の
教
育
水
準
の
向
上
に
資

（
新
設
）

す
る
た
め
、
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
専
修
学
校
の
教
育
、

組
織
及
び
運
営
並
び
に
施
設
及
び
設
備
の
状
況
に
つ
い
て
自
ら
点
検
及
び
評
価
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

②

専
門
課
程
を
置
く
専
修
学
校
は
、
前
項
に
規
定
す
る
状
況
に
つ
い
て
、
当
該
専
修

学
校
の
職
員
以
外
の
者
で
専
修
学
校
に
関
し
広
く
か
つ
高
い
識
見
を
有
す
る
も
の
に

よ
る
評
価
を
受
け
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
百
三
十
三
条

第
五
条
、
第
六
条
、
第
九
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
、
第
十
三
条
第
一

第
百
三
十
三
条

第
五
条
、
第
六
条
、
第
九
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
、
第
十
三
条
第
一

項
、
第
十
四
条
、
第
四
十
三
条
及
び
第
四
十
四
条
の
規
定
は
専
修
学
校
に
、
第
四
十

項
、
第
十
四
条
及
び
第
四
十
二
条
か
ら
第
四
十
四
条
ま
で
の
規
定
は
専
修
学
校
に
、

二
条
の
規
定
は
専
修
学
校
（
専
門
課
程
を
置
く
も
の
を
除
く
。
）
に
、
第
百
五
条
の

第
百
五
条
の
規
定
は
専
門
課
程
を
置
く
専
修
学
校
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

規
定
は
専
修
学
校
（
専
門
課
程
を
置
く
も
の
に
限
る
。
）
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

て
、
第
十
条
中
「
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
に
あ
つ
て
は
文
部
科
学
大
臣
に
、
大
学

に
お
い
て
、
第
十
条
中
「
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
に
あ
つ
て
は
文
部
科
学
大
臣
に

及
び
高
等
専
門
学
校
以
外
の
学
校
に
あ
つ
て
は
都
道
府
県
知
事
に
」
と
あ
る
の
は
「

、
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
以
外
の
学
校
に
あ
つ
て
は
都
道
府
県
知
事
に
」
と
あ
る

都
道
府
県
知
事
に
」
と
、
同
項
中
「
第
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
学
校
」
と
あ
る

の
は
「
都
道
府
県
知
事
に
」
と
、
同
項
中
「
第
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
学
校
」

の
は
「
市
町
村
（
市
町
村
が
単
独
で
又
は
他
の
市
町
村
と
共
同
し
て
設
立
す
る
公
立

と
あ
る
の
は
「
市
町
村
（
市
町
村
が
単
独
で
又
は
他
の
市
町
村
と
共
同
し
て
設
立
す

大
学
法
人
を
含
む
。
）
の
設
置
す
る
専
修
学
校
又
は
私
立
の
専
修
学
校
」
と
、
「
同

る
公
立
大
学
法
人
を
含
む
。
）
の
設
置
す
る
専
修
学
校
又
は
私
立
の
専
修
学
校
」
と

項
各
号
に
定
め
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
又
は
都
道
府
県
知

、
「
同
項
各
号
に
定
め
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
又
は
都
道

事
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
そ
の
者
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
都
道
府
県
の
教
育
委
員



- 4 -

府
県
知
事
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
そ
の
者
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
都
道
府
県
の
教

会
又
は
都
道
府
県
知
事
」
と
、
第
十
四
条
中
「
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
以
外
の
市

育
委
員
会
又
は
都
道
府
県
知
事
」
と
、
第
十
四
条
中
「
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
以

町
村
の
設
置
す
る
学
校
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
、
大
学
及
び
高
等
専

外
の
市
町
村
の
設
置
す
る
学
校
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
、
大
学
及
び

門
学
校
以
外
の
私
立
学
校
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
市
町
村
（

高
等
専
門
学
校
以
外
の
私
立
学
校
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
市

市
町
村
が
単
独
で
又
は
他
の
市
町
村
と
共
同
し
て
設
立
す
る
公
立
大
学
法
人
を
含
む

町
村
（
市
町
村
が
単
独
で
又
は
他
の
市
町
村
と
共
同
し
て
設
立
す
る
公
立
大
学
法
人

。
）
の
設
置
す
る
専
修
学
校
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
、
私
立
の
専
修

を
含
む
。
）
の
設
置
す
る
専
修
学
校
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
、
私
立

学
校
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
知
事
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

の
専
修
学
校
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
知
事
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

②

（
略
）

②

（
略
）
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○

職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
（
附
則
第
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
学
校
等
の
行
う
無
料
職
業
紹
介
事
業
）

（
学
校
等
の
行
う
無
料
職
業
紹
介
事
業
）

第
三
十
三
条
の
二

次
の
各
号
に
掲
げ
る
施
設
の
長
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
て

第
三
十
三
条
の
二

次
の
各
号
に
掲
げ
る
施
設
の
長
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
て

、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
（
こ
れ
ら
の
者
に
準
ず
る
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定

、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
（
こ
れ
ら
の
者
に
準
ず
る
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
も
の
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
、
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

め
る
も
の
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
、
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

。

。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

専
修
学
校

当
該
専
修
学
校
の
学
生
若
し
く
は
生
徒
又
は
当
該
専
修
学
校
を
卒

二

専
修
学
校

当
該
専
修
学
校
の
生
徒
又
は
当
該
専
修
学
校
を
卒
業
し
た
者

業
し
た
者

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

②
～
⑧

（
略
）

②
～
⑧

（
略
）
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○

船
員
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
号
）
（
附
則
第
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
学
校
等
の
行
う
無
料
の
船
員
職
業
紹
介
事
業
）

（
学
校
等
の
行
う
無
料
の
船
員
職
業
紹
介
事
業
）

第
四
十
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
施
設
の
長
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
て
、
当
該

第
四
十
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
施
設
の
長
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
て
、
当
該

各
号
に
定
め
る
者
（
こ
れ
ら
の
者
に
準
ず
る
者
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も

各
号
に
定
め
る
者
（
こ
れ
ら
の
者
に
準
ず
る
者
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も

の
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
、
無
料
の
船
員
職
業
紹
介
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

の
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
、
無
料
の
船
員
職
業
紹
介
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

専
修
学
校
（
学
校
教
育
法
第
百
二
十
四
条
に
規
定
す
る
専
修
学
校
を
い
う
。
）

二

専
修
学
校
（
学
校
教
育
法
第
百
二
十
四
条
に
規
定
す
る
専
修
学
校
を
い
う
。
）

当
該
専
修
学
校
の
学
生
若
し
く
は
生
徒
又
は
当
該
専
修
学
校
を
卒
業
し
た
者

当
該
専
修
学
校
の
生
徒
又
は
当
該
専
修
学
校
を
卒
業
し
た
者

三

（
略
）

三

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）
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○

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
九
十
四
号
）
（
附
則
第
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
機
構
の
目
的
）

（
機
構
の
目
的
）

第
三
条

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
は
、
教

第
三
条

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
は
、
教

育
の
機
会
均
等
に
寄
与
す
る
た
め
に
学
資
の
貸
与
及
び
支
給
そ
の
他
学
生
（
大
学
及

育
の
機
会
均
等
に
寄
与
す
る
た
め
に
学
資
の
貸
与
及
び
支
給
そ
の
他
学
生
等
（
大
学

び
高
等
専
門
学
校
並
び
に
専
修
学
校
の
専
門
課
程
及
び
専
攻
科
の
学
生
を
い
う
。
以

及
び
高
等
専
門
学
校
の
学
生
並
び
に
専
修
学
校
の
専
門
課
程
の
生
徒
を
い
う
。
以
下

下
同
じ
。
）
の
修
学
の
援
助
を
行
い
、
大
学
等
（
大
学
、
高
等
専
門
学
校
及
び
専
門

同
じ
。
）
の
修
学
の
援
助
を
行
い
、
大
学
等
（
大
学
、
高
等
専
門
学
校
及
び
専
門
課

課
程
を
置
く
専
修
学
校
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
学
生
に
対
し
て
行
う
修
学
、
進

程
を
置
く
専
修
学
校
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
学
生
等
に
対
し
て
行
う
修
学
、
進

路
選
択
そ
の
他
の
事
項
に
関
す
る
相
談
及
び
指
導
に
つ
い
て
支
援
を
行
う
と
と
も
に

路
選
択
そ
の
他
の
事
項
に
関
す
る
相
談
及
び
指
導
に
つ
い
て
支
援
を
行
う
と
と
も
に

、
留
学
生
交
流
（
外
国
人
留
学
生
の
受
入
れ
及
び
外
国
へ
の
留
学
生
の
派
遣
を
い
う

、
留
学
生
交
流
（
外
国
人
留
学
生
の
受
入
れ
及
び
外
国
へ
の
留
学
生
の
派
遣
を
い
う

。
以
下
同
じ
。
）
の
推
進
を
図
る
た
め
の
事
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
の
大

。
以
下
同
じ
。
）
の
推
進
を
図
る
た
め
の
事
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
の
大

学
等
に
お
い
て
学
ぶ
学
生
に
対
す
る
適
切
な
修
学
の
環
境
を
整
備
し
、
も
っ
て
次
代

学
等
に
お
い
て
学
ぶ
学
生
等
に
対
す
る
適
切
な
修
学
の
環
境
を
整
備
し
、
も
っ
て
次

の
社
会
を
担
う
豊
か
な
人
間
性
を
備
え
た
創
造
的
な
人
材
の
育
成
に
資
す
る
と
と
も

代
の
社
会
を
担
う
豊
か
な
人
間
性
を
備
え
た
創
造
的
な
人
材
の
育
成
に
資
す
る
と
と

に
、
国
際
相
互
理
解
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

も
に
、
国
際
相
互
理
解
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
業
務
の
範
囲
）

（
業
務
の
範
囲
）

第
十
三
条

機
構
は
、
第
三
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
業
務
を
行
う
。

第
十
三
条

機
構
は
、
第
三
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
業
務
を
行
う
。

一

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
に
困
難
が
あ
る
優
れ
た
学
生
に
対
し
、
学
資
の
貸
与

一

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
に
困
難
が
あ
る
優
れ
た
学
生
等
に
対
し
、
学
資
の
貸

及
び
支
給
そ
の
他
必
要
な
援
助
を
行
う
こ
と
。

与
及
び
支
給
そ
の
他
必
要
な
援
助
を
行
う
こ
と
。

二
～
七

（
略
）

二
～
七

（
略
）
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八

大
学
等
が
学
生
に
対
し
て
行
う
修
学
、
進
路
選
択
、
心
身
の
健
康
そ
の
他
の
事

八

大
学
等
が
学
生
等
に
対
し
て
行
う
修
学
、
進
路
選
択
、
心
身
の
健
康
そ
の
他
の

項
に
関
す
る
相
談
及
び
指
導
に
係
る
業
務
に
関
し
、
大
学
等
の
教
育
関
係
職
員
に

事
項
に
関
す
る
相
談
及
び
指
導
に
係
る
業
務
に
関
し
、
大
学
等
の
教
育
関
係
職
員

対
す
る
専
門
的
、
技
術
的
な
研
修
を
行
う
と
と
も
に
、
当
該
業
務
に
関
す
る
情
報

に
対
す
る
専
門
的
、
技
術
的
な
研
修
を
行
う
と
と
も
に
、
当
該
業
務
に
関
す
る
情

及
び
資
料
を
収
集
し
、
整
理
し
、
及
び
提
供
す
る
こ
と
。

報
及
び
資
料
を
収
集
し
、
整
理
し
、
及
び
提
供
す
る
こ
と
。

九

学
生
の
修
学
の
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
方
策
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
を
行

九

学
生
等
の
修
学
の
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
方
策
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
を

う
こ
と
。

行
う
こ
と
。

十

（
略
）

十

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
学
資
の
貸
与
）

（
学
資
の
貸
与
）

第
十
四
条

（
略
）

第
十
四
条

（
略
）

２

第
一
種
学
資
貸
与
金
は
、
優
れ
た
学
生
で
あ
っ
て
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
に
困

２

第
一
種
学
資
貸
与
金
は
、
優
れ
た
学
生
等
で
あ
っ
て
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
に

難
が
あ
る
も
の
の
う
ち
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
基
準
及
び
方
法
に
従
い
、
特
に

困
難
が
あ
る
も
の
の
う
ち
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
基
準
及
び
方
法
に
従
い
、
特

優
れ
た
者
で
あ
っ
て
経
済
的
理
由
に
よ
り
著
し
く
修
学
に
困
難
が
あ
る
も
の
と
認
定

に
優
れ
た
者
で
あ
っ
て
経
済
的
理
由
に
よ
り
著
し
く
修
学
に
困
難
が
あ
る
も
の
と
認

さ
れ
た
者
に
対
し
て
貸
与
す
る
も
の
と
す
る
。

定
さ
れ
た
者
に
対
し
て
貸
与
す
る
も
の
と
す
る
。

３

第
二
種
学
資
貸
与
金
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
た
者
以
外
の
学
生
の

３

第
二
種
学
資
貸
与
金
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
た
者
以
外
の
学
生
等

う
ち
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
基
準
及
び
方
法
に
従
い
、
大
学
そ
の
他
政
令
で
定

の
う
ち
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
基
準
及
び
方
法
に
従
い
、
大
学
そ
の
他
政
令
で

め
る
学
校
に
在
学
す
る
優
れ
た
者
で
あ
っ
て
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
に
困
難
が
あ

定
め
る
学
校
に
在
学
す
る
優
れ
た
者
で
あ
っ
て
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
に
困
難
が

る
も
の
と
認
定
さ
れ
た
者
に
対
し
て
貸
与
す
る
も
の
と
す
る
。

あ
る
も
の
と
認
定
さ
れ
た
者
に
対
し
て
貸
与
す
る
も
の
と
す
る
。

４
～
６

（
略
）

４
～
６

（
略
）

第
十
六
条

機
構
は
、
大
学
院
に
お
い
て
第
一
種
学
資
貸
与
金
の
貸
与
を
受
け
た
学
生

第
十
六
条

機
構
は
、
大
学
院
に
お
い
て
第
一
種
学
資
貸
与
金
の
貸
与
を
受
け
た
学
生

の
う
ち
、
在
学
中
に
特
に
優
れ
た
業
績
を
挙
げ
た
と
認
め
ら
れ
る
者
に
は
、
政
令
の

等
の
う
ち
、
在
学
中
に
特
に
優
れ
た
業
績
を
挙
げ
た
と
認
め
ら
れ
る
者
に
は
、
政
令
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定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
学
資
貸
与
金
の
全
部
又
は
一
部
の
返
還
を
免
除
す
る

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
学
資
貸
与
金
の
全
部
又
は
一
部
の
返
還
を
免
除
す

こ
と
が
で
き
る
。

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
学
資
の
支
給
）

（
学
資
の
支
給
）

第
十
七
条
の
二

第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
学
資
と
し
て
支
給
す
る
資
金

第
十
七
条
の
二

第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
学
資
と
し
て
支
給
す
る
資
金

（
以
下
「
学
資
支
給
金
」
と
い
う
。
）
は
、
大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す

（
以
下
「
学
資
支
給
金
」
と
い
う
。
）
は
、
大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す

る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
八
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
確
認
大
学
等
（
以

る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
八
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
確
認
大
学
等
（
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
確
認
大
学
等
」
と
い
う
。
）
に
在
学
す
る
優
れ
た
学
生
で
あ

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
確
認
大
学
等
」
と
い
う
。
）
に
在
学
す
る
優
れ
た
学
生
等
で

っ
て
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
に
困
難
が
あ
る
も
の
の
う
ち
、
文
部
科
学
省
令
で
定

あ
っ
て
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
に
困
難
が
あ
る
も
の
の
う
ち
、
文
部
科
学
省
令
で

め
る
基
準
及
び
方
法
に
従
い
、
特
に
優
れ
た
者
で
あ
っ
て
経
済
的
理
由
に
よ
り
極
め

定
め
る
基
準
及
び
方
法
に
従
い
、
特
に
優
れ
た
者
で
あ
っ
て
経
済
的
理
由
に
よ
り
極

て
修
学
に
困
難
が
あ
る
も
の
と
認
定
さ
れ
た
者
（
同
法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に

め
て
修
学
に
困
難
が
あ
る
も
の
と
認
定
さ
れ
た
者
（
同
法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定

よ
る
同
法
第
七
条
第
一
項
の
確
認
の
取
消
し
又
は
確
認
大
学
等
の
設
置
者
に
よ
る
当

に
よ
る
同
法
第
七
条
第
一
項
の
確
認
の
取
消
し
又
は
確
認
大
学
等
の
設
置
者
に
よ
る

該
確
認
大
学
等
に
係
る
同
項
の
確
認
の
辞
退
の
際
、
当
該
確
認
大
学
等
に
在
学
し
て

当
該
確
認
大
学
等
に
係
る
同
項
の
確
認
の
辞
退
の
際
、
当
該
確
認
大
学
等
に
在
学
し

い
る
当
該
認
定
さ
れ
た
者
を
含
む
。
）
に
対
し
て
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

て
い
る
当
該
認
定
さ
れ
た
者
を
含
む
。
）
に
対
し
て
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
学
資
支
給
金
の
返
還
）

（
学
資
支
給
金
の
返
還
）

第
十
七
条
の
三

機
構
は
、
学
資
支
給
金
の
支
給
を
受
け
た
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ

第
十
七
条
の
三

機
構
は
、
学
資
支
給
金
の
支
給
を
受
け
た
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ

か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ

の
者
か
ら
、
そ
の
支
給
を
受
け
た
学
資
支
給
金
の
額
に
相
当
す
る
金
額
の
全
部
又
は

の
者
か
ら
、
そ
の
支
給
を
受
け
た
学
資
支
給
金
の
額
に
相
当
す
る
金
額
の
全
部
又
は

一
部
を
返
還
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
部
を
返
還
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

学
生
た
る
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
行
為
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

二

学
生
等
た
る
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
行
為
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。



- 10 -



- 11 -

○

地
域
に
お
け
る
大
学
の
振
興
及
び
若
者
の
雇
用
機
会
の
創
出
に
よ
る
若
者
の
修
学
及
び
就
業
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
三
十
七
号
）
（
附
則
第
六
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
特
定
地
域
内
学
部
収
容
定
員
の
抑
制
等
）

（
特
定
地
域
内
学
部
収
容
定
員
の
抑
制
等
）

第
十
三
条

大
学
の
設
置
者
又
は
大
学
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
特
定
地
域
外
の

第
十
三
条

大
学
の
設
置
者
又
は
大
学
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
特
定
地
域
外
の

地
域
に
お
け
る
若
者
の
修
学
及
び
就
業
を
促
進
す
る
た
め
、
特
定
地
域
内
に
お
け
る

地
域
に
お
け
る
若
者
の
修
学
及
び
就
業
を
促
進
す
る
た
め
、
特
定
地
域
内
に
お
け
る

大
学
の
学
部
の
設
置
、
特
定
地
域
外
か
ら
特
定
地
域
内
へ
の
大
学
の
学
部
の
移
転
そ

大
学
の
学
部
の
設
置
、
特
定
地
域
外
か
ら
特
定
地
域
内
へ
の
大
学
の
学
部
の
移
転
そ

の
他
の
方
法
に
よ
り
、
特
定
地
域
内
学
部
収
容
定
員
（
特
定
地
域
内
に
校
舎
が
所
在

の
他
の
方
法
に
よ
り
、
特
定
地
域
内
学
部
収
容
定
員
（
特
定
地
域
内
に
校
舎
が
所
在

す
る
大
学
の
学
部
の
学
生
の
収
容
定
員
の
う
ち
、
当
該
校
舎
で
授
業
を
受
け
る
学
生

す
る
大
学
の
学
部
の
学
生
の
収
容
定
員
の
う
ち
、
当
該
校
舎
で
授
業
を
受
け
る
学
生

に
係
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
収
容
定
員
を
い
う
。

に
係
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
収
容
定
員
を
い
う
。

以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
三
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
増
加
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
三
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
増
加
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

特
定
地
域
内
に
設
置
し
て
い
る
学
部
等
（
大
学
の
学
部
、
高
等
専
門
学
校
の
学

一

特
定
地
域
内
に
設
置
し
て
い
る
学
部
等
（
大
学
の
学
部
、
高
等
専
門
学
校
の
学

科
又
は
専
修
学
校
の
専
門
課
程
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
廃

科
又
は
専
修
学
校
の
専
門
課
程
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
廃

止
、
特
定
地
域
内
か
ら
特
定
地
域
外
へ
の
学
部
等
の
移
転
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り

止
、
特
定
地
域
内
か
ら
特
定
地
域
外
へ
の
学
部
等
の
移
転
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り

特
定
地
域
内
学
部
等
収
容
定
員
（
特
定
地
域
内
に
校
舎
が
所
在
す
る
学
部
等
の
学

特
定
地
域
内
学
部
等
収
容
定
員
（
特
定
地
域
内
に
校
舎
が
所
在
す
る
学
部
等
の
学

生
の
収
容
定
員
の
う
ち
、
当
該
校
舎
で
授
業
を
受
け
る
学
生
に
係
る
も
の
と
し
て

生
等
（
大
学
の
学
部
若
し
く
は
高
等
専
門
学
校
の
学
科
の
学
生
又
は
専
修
学
校
の

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
収
容
定
員
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び

専
門
課
程
の
生
徒
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
収
容
定
員
の
う

次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
と
併
せ
て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ

ち
、
当
該
校
舎
で
授
業
を
受
け
る
学
生
等
に
係
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と

ろ
に
よ
り
、
当
該
学
部
等
を
置
く
大
学
、
高
等
専
門
学
校
又
は
専
修
学
校
の
設
置

こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
収
容
定
員
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
同

者
（
同
号
に
お
い
て
「
大
学
等
の
設
置
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
減
少
さ
せ
る
特

じ
。
）
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
と
併
せ
て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
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定
地
域
内
学
部
等
収
容
定
員
の
数
を
考
慮
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

学
部
等
を
置
く
大
学
、
高
等
専
門
学
校
又
は
専
修
学
校
の
設
置
者
（
同
号
に
お
い

定
し
た
数
の
範
囲
内
で
特
定
地
域
内
学
部
収
容
定
員
を
増
加
さ
せ
る
場
合

て
「
大
学
等
の
設
置
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
減
少
さ
せ
る
特
定
地
域
内
学
部
等

収
容
定
員
の
数
を
考
慮
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
数
の
範
囲

内
で
特
定
地
域
内
学
部
収
容
定
員
を
増
加
さ
せ
る
場
合

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）
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○

大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
八
号
）
（
附
則
第
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
学
生
」
と
は
、
大
学
の
学
部
、
短
期
大
学
の
学
科
及
び
専

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
学
生
等
」
と
は
、
大
学
の
学
部
、
短
期
大
学
の
学
科
及
び

攻
科
（
大
学
の
学
部
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
専
攻
科
に
限

専
攻
科
（
大
学
の
学
部
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
専
攻
科
に

る
。
）
、
高
等
専
門
学
校
の
学
科
（
第
四
学
年
及
び
第
五
学
年
に
限
る
。
）
及
び
専

限
る
。
）
並
び
に
高
等
専
門
学
校
の
学
科
（
第
四
学
年
及
び
第
五
学
年
に
限
る
。
）

攻
科
（
大
学
の
学
部
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
専
攻
科
に
限

及
び
専
攻
科
（
大
学
の
学
部
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
専
攻

る
。
）
並
び
に
専
修
学
校
の
専
門
課
程
及
び
専
攻
科
（
大
学
の
学
部
に
準
ず
る
も
の

科
に
限
る
。
）
の
学
生
並
び
に
専
修
学
校
の
専
門
課
程
の
生
徒
を
い
う
。

と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
専
攻
科
に
限
る
。
）
の
学
生
を
い
う
。

３

（
略
）

３

（
略
）

第
三
条

大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
は
、
確
認
大
学
等
に
在
学
す
る
学
生
の
う
ち

第
三
条

大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
は
、
確
認
大
学
等
に
在
学
す
る
学
生
等
の
う

、
特
に
優
れ
た
者
で
あ
っ
て
経
済
的
理
由
に
よ
り
極
め
て
修
学
に
困
難
が
あ
る
も
の

ち
、
特
に
優
れ
た
者
で
あ
っ
て
経
済
的
理
由
に
よ
り
極
め
て
修
学
に
困
難
が
あ
る
も

に
対
し
て
行
う
学
資
支
給
及
び
授
業
料
等
減
免
と
す
る
。

の
に
対
し
て
行
う
学
資
支
給
及
び
授
業
料
等
減
免
と
す
る
。

（
確
認
大
学
等
の
設
置
者
に
よ
る
授
業
料
等
の
減
免
）

（
確
認
大
学
等
の
設
置
者
に
よ
る
授
業
料
等
の
減
免
）

第
八
条

確
認
大
学
等
の
設
置
者
は
、
当
該
確
認
大
学
等
に
在
学
す
る
学
生
の
う
ち
、

第
八
条

確
認
大
学
等
の
設
置
者
は
、
当
該
確
認
大
学
等
に
在
学
す
る
学
生
等
の
う
ち

文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
基
準
及
び
方
法
に
従
い
、
特
に
優
れ
た
者
で
あ
っ
て
経
済

、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
基
準
及
び
方
法
に
従
い
、
特
に
優
れ
た
者
で
あ
っ
て
経

的
理
由
に
よ
り
極
め
て
修
学
に
困
難
が
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
授
業
料
等

済
的
理
由
に
よ
り
極
め
て
修
学
に
困
難
が
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
授
業
料
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減
免
対
象
者
と
し
て
認
定
し
、
当
該
授
業
料
等
減
免
対
象
者
に
対
し
て
授
業
料
等
の

等
減
免
対
象
者
と
し
て
認
定
し
、
当
該
授
業
料
等
減
免
対
象
者
に
対
し
て
授
業
料
等

減
免
を
行
う
も
の
と
す
る
。

の
減
免
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
認
定
の
取
消
し
等
）

（
認
定
の
取
消
し
等
）

第
十
二
条

確
認
大
学
等
の
設
置
者
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

第
十
二
条

確
認
大
学
等
の
設
置
者
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

当
該
確
認
大
学
等
に
在
学
す
る
授
業
料
等
減
免
対
象
者
が
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段

当
該
確
認
大
学
等
に
在
学
す
る
授
業
料
等
減
免
対
象
者
が
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段

に
よ
り
授
業
料
等
減
免
を
受
け
た
又
は
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ

に
よ
り
授
業
料
等
減
免
を
受
け
た
又
は
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ

た
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
授
業
料
等
減
免
対
象
者
に
係
る
第
八
条
第
一
項
の
規
定

た
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
授
業
料
等
減
免
対
象
者
に
係
る
第
八
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
認
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
認
定
」
と
い
う
。
）
を
取
り
消
す
こ

に
よ
る
認
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
認
定
」
と
い
う
。
）
を
取
り
消
す
こ

と
が
で
き
る
。

と
が
で
き
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

学
生
た
る
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
行
為
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

二

学
生
等
た
る
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
行
為
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
を
取
り
消
し
た
確
認
大
学
等
の
設
置
者
に
対
し
減
免

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
を
取
り
消
し
た
確
認
大
学
等
の
設
置
者
に
対
し
減
免

費
用
を
支
弁
す
る
国
等
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、

費
用
を
支
弁
す
る
国
等
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、

当
該
認
定
を
取
り
消
さ
れ
た
学
生
に
対
す
る
授
業
料
等
減
免
に
係
る
減
免
費
用
を
既

当
該
認
定
を
取
り
消
さ
れ
た
学
生
等
に
対
す
る
授
業
料
等
減
免
に
係
る
減
免
費
用
を

に
支
弁
し
て
い
る
と
き
は
、
国
税
徴
収
の
例
に
よ
り
、
当
該
確
認
大
学
等
の
設
置
者

既
に
支
弁
し
て
い
る
と
き
は
、
国
税
徴
収
の
例
に
よ
り
、
当
該
確
認
大
学
等
の
設
置

か
ら
当
該
減
免
費
用
に
相
当
す
る
金
額
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

者
か
ら
当
該
減
免
費
用
に
相
当
す
る
金
額
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

（
略
）

４

（
略
）
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